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表現に留めておきたい。武田信照「商品わ呪物位Jr怯経論集』第84号.1977年7月， 42~4 :l. 
61....63ベージ。平子主長「マルクス由経済学批判白方法と弁証法Jr唯物論』第8号， 1977年II
月.56-63ベージ。佐藤金三郎「商品の物神崇拝」真実男他編『国家と市場機構.!l1982年。さ
らにl 福田泰雄「商l話形態η歴史的規定性についてJr経背苧研究』第28号一， 1987年， 232~35 
ベー ジなどをも参照泊
2) 控論のように，物神性のこの側面を特に注視されたものと'"て高橋説がある。































































































8) 白橋拝児『物神性の解説J1981年。 m，W，特に163ベー ク以下を参照。
9) 高橋氏，向上書， 39ペー ジなど。
























「価値」と「価格」とのあいだに設定されて Lまっている。同上書， 26， 172ベー ジなど。





























13) K マルクス，マルクス=エンゲルス全集刊行委員会訳『資本論.J1， 98--9ベー シ。
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22) 拙稿「貨幣の資本へ自転化についてJ W幸世論叢J[239号， 1986年8月. G9~74ベ ジ。
Eめ そうした固有の意義の基盤とLて， I導きの糸」としての史的唯物論のほか， I時間由経済」
論を介して初期以来の存在論的「労働」観がマルクスの労働価値説のー 側面を構成していたこと
も看過すべきでないであろう。








































































































































































資本制商品¢物神性白根拠について (367) 61 
そしてこの間いに対L.既述のような資本制商品の物神性論は，資木iIiIJ商品経
済が前者ではなく後者の契機を字んでいることを l~' もまさにかの通念自体
がそう Lた契機を生み出すうえで一つの重要な役割を演じていることを，明ら
かにしたというわけなのである。
最後に，本稿のような交換論， したがって価格論は，容易に推察されるよう
に，労働力商品の「価値」論，ひいては労働力商品論をも改変せしめ品もので
ある。そして土の点は，かの三位一体箱式の一環としての労働一一賃金範式の
解釈に一石を投ずるのみならず，体制維持の現実的な力土しての物神性主いう
文脈においても興味深い論点を浮かび上がらせる。だが，もはや紙数も尽きた
ので，これらについてのこれ以上の論述は別稿に委ねることとし，本稿が物神
性論として以上のような射程を有Lていることを確認するに留めておこう。
